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はじめに

家庭系一般廃棄物

一般家庭から排
出されるごみの
こと

家庭から排出されるごみ以外のすべてのごみ

事業系一般廃棄物 産業廃棄物

産業廃棄物以外のもの
（例）生ごみ、紙くず等

法令で定める２０品目
（例）廃プラスチック
類等

家庭系ごみ 事業系ごみ

廃棄物は、
「一般廃棄物」と「産業廃棄物」に区分されます。



家庭系一般廃棄物

一般家庭から排
出されるごみの
こと

家庭から排出されるごみ以外のすべてのごみ

事業系一般廃棄物 産業廃棄物

産業廃棄物以外のもの
（例）生ごみ、紙くず等

法令で定める２０品目
（例）廃プラスチック
類等

家庭系ごみ 事業系ごみ

藤沢市が対象としているごみは、
「一般廃棄物」に該当するものです。

一般廃棄物



１．ごみ排出量の状況について

今日の内容

２．市民１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量について

３．ごみの減量化・資源化について



ごみ排出量の状況について

家庭系ごみ 事業系ごみ

排出されるごみの総量は
減少しています。



考察（家庭系ごみ）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

家庭系ごみ
(t/年)

102,701 104,323 101,402 98,936 94,711

コロナによる緊急事態宣言が発出され、
自宅で過ごす時間が増えたことにより、
ごみの量が増加したと推測。

①

①

②

②

コロナによるごみ量の増加が一旦落ち着
いたと推測。
家庭での生ごみコンポスト化や
ディスポーザーの普及がごみ量減少の
一因として考えられる。



3年度 4年度 5年度

生ごみ処理器購入費助成件数 98件 223件 604件

家庭用電動生ごみ処理機購入費助成件数 106件 327件 305件

コンポスター環で作った堆肥は「事業者の農園」
に持ち込むと「環の堆肥」で育てた野菜と交換
できるので大人気！

コンポスター環

キエーロS

家庭の生ごみの減量化・資源化を促進しています

R R R



考察（事業系ごみ）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

事業系ごみ
(t/年)

34,670 29,002 29,120 29,983 28,390

①

① コロナによる営業自粛などが影響し、ごみ量が減少した。

②

②
徐々に社会経済活動が戻ってきたことにより、増加した
と推測。

③

③

北部環境事業所（市の焼却施設）において、事業系ごみ
の展開検査を毎月１０日程度実施していることによる減
少と推測。



事業系一般廃棄物の分別徹底を図るために、事業系ごみの
展開検査を１０日/月程度実施しています。

誰を検査しているの？

一般廃棄物収集運搬業者等に対して展開検査を行っています。

袋を破いて中の
ごみを検査して
いるんだね！

まずは、展開
検査機の上に
乗るのね。

展開検査の様子

目的

R5年度検査結果：検査日数 96日、指導台数 58台/386台



366 367 359 353 337
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家庭系ごみの減量目標値

令和５年度 減量目標は達成！

藤沢市は今後も人口が増える予測なので、
引き続き、減量化・資源化が必要です

583ｇ



１．減量化について
➢ 食品ロス削減
➢ プラスチックごみ削減

減量化・資源化の
現状と取組について

２．資源化について



減量化について①

“ごみ”を減らすためには
リデュース（発生抑制）が重要

✓ 食品ロスの削減

リデュースアクション１

本来食べられたはずなのに
捨てられている食べ物のこと



食品ロス
２８％

約４，２００ｔの食品ロスが発生
していると推計

（家庭）



食べ残し対策の例 期限切れ対策の例

どんな工夫をしたら良いか

食材はむだなく使いきりましょう 残さず食べましょう



藤沢市の取組例（食品ロス削減）

フードドライブの実施
やフードシェアリング
サービス事業者と協定
を締結して、食品ロス
削減に努めています。令和５年度：１,８６３ｋｇ回収

神奈川県：２４７店舗登録中



✓プラスチックごみの削減

減量化について②

リデュースアクション２



藤沢市の取組例（プラスチックごみ削減）

マイバッグ・マイボトルの普及啓発



資源化について

可燃ごみの組成分析結果（R5.11月）

例えば

資源として再び利用することで“ごみ”を減らす
リサイクル（再生利用）も大切



引渡

分別基準（抜粋）

・容器包装以外の物が付着し、
又は、混入していないこと。

汚れた もリサイクルしましょう

➢ 容器に付着している汚れは、
軽くすすぐかふき取ればOK

➢ お菓子の袋などは、
中身をはらうだけでOK

➢ シールなどは、
はがれなくてもOK

参照：横浜市HP 参照：横浜市HP

リサイクル

３つのOK👍

残渣

焼却



藤沢市の新たな取組（資源化）

× 転換
年間約400ｔの残渣を
リサイクルします！

セメント工場の燃料等としてリサイクル

～汚れたものの再生利用～



廃棄物の削減による
削減目標量

プラスチック製容器包装残渣：約４００ｔ
古布残渣：約１８０ｔ

リサイクル
リユース

年間約１,３００ｔ-ＣＯ２削減を期待



ごみが減ると何が良いか

ごみ処理の経費が削減できます

ごみを運んだり、燃やしたりする時に発生
する二酸化炭素を減らすことができます

持続可能な社会のために、身近なところから
意識の転換と行動をしていくことが大切



ご静聴ありがとうございました。


